
『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
五
九

一
、
は
じ
め
に

　

こ
れ
か
ら
そ
の
價
値
を
論
じ
よ
う
と
す
る
『
吳
騷
三
集
』
は
、
管
見
の
限
り
で

は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
朙
末
に
出
版
さ
れ
た
散
曲
選
集
の
好
尙
を
理
解
す
る

上
で
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
吳
騷
三
集
』
は
、
そ

の
書
名
が
示
す
通
り
、
先
に
『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
の
二
書
が
存
在
し
、
ま

た
後
に
は
『
吳
騷
合
編
』
が
編
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
四
書
が
ひ
と
つ
の
系
列
を
形
成

し
て
い
る
。

　

拙
論
の
意
圖
は
、
現
存
す
る
『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
合
編
』
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
現
存
し
な
い
『
吳
騷
三
集
』
の
復
元
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。

『
吳
騷
三
集
』
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
『
吳
騷
集
』
か
ら
『
吳
騷
合

編
』
に
至
る
、
吳
騷
諸
集
（
以
下
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
三
集
』『
吳
騷
合

編
』
を
總
稱
し
て
、
吳
騷
諸
集
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
の
編
纂
方
針
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
吳
騷
諸
集
に
通
底
す
る
選
錄
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
時
代
の
好
尙
を
映
し

た
變
遷
を
も
、
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
吳
騷
三
集
』
が
、
各
散

曲
選
集
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
も
朙
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
合
編
』

　
『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て
論
じ
る
歬
に
、
ま
ず
は
現
存
す
る
『
吳
騷
集
』『
吳
騷

二
集
』『
吳
騷
合
編
』
の
三
書
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
吳
騷
集（
１
）
』
は
、
全
四
卷
で
、
卷
一
の
は
じ
め
に
王
穉
登
編
、
張
琦
校
と
あ

る
。
卷
首
に
は
、
陳
繼
儒
「
吳
騷
引
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「

曆
甲
寅

秋
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
吳
騷
集
』
の
出
版
は
、
曆
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）

秋
以
降
、
閒
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
吳
騷
集
』

に
は
、
套
數
七
十
二
套
と
、
小
令
四
十
五
闋
が

錄
さ
れ
て
い
る（
２
）。

　

な
お
『
吳
騷
集
』
が
王
穉
登
編
と
冠
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
義
を
生
ぜ
し
め

る
記
事
が
、
凌

初
『
南
♫
三
籟
』
に
見
え
る
。『
吳
騷
集
』
は
卷
四
に
、
王
穉

登
「
⺼
雲
高
」
二
闋
を
載
せ
る
が
、
凌

初
『
南
♫
三
籟
』
は
、
散
曲
下
・
附
錄

小
令
に
、
同
作
を
無
名
氏
の
作
と
し
て
載
せ
、
尾
㊟
に
お
い
て
、

吳
騷
㊟
以
王
百
穀
、
非
也
。
百
穀
與
余
交
、
生
平
未
嘗
爲
曲
。

『
吳
騷
』
㊟
す
る
に
王
百
穀
を
以
つ
て
す
、
非
な
り
。
百
穀
余
と
交
は
る

に
、
生
平
未
だ
嘗
て
曲
を
爲
ら
ず
。

と
述
べ
る
。
百
穀
は
、
王
穉
登
の
字
で
あ
る
。
ま
た
現
存
す
る
戲
曲
作
品
で
は
、

『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

�

平
塚
順
良
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を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
序
に
、

居
士
號
騷
隱
、
復
集
樂
府
而
弁
以
騷
、
良
㊒
深
意
乎
。
今
好
事
者
聞
其
名
號
、

便
覺
鬱
沈
之
色
都
爲
振
起
。
且
欲
卽
覩
其
全
而
未
可
得
。

復
手
輯
佳
本
、

授
剞
劂
、
至
再
而
三
。

居
士
號
は
騷
隱
、
復
た
樂
府
を
集
め
弁
ず
る
に
騷
を
以
つ
て
す
る
は
、
良

に
深
意
㊒
る
か
。
今
好
事
者
其
の
名
號
を
聞
く
に
、
便
ち
鬱
沈
の
色
も
都

て
爲
に
振
起
す
る
を
覺
ゆ
。
且
つ
卽
ち
其
の
全
き
を
覩
ん
と
欲
す
る
も
未

だ
得
べ
か
ら
ず
。

に
復
た
手
づ
か
ら
佳
本
を
輯
め
、
剞
劂
に
授
け
、
再

び
よ
り
三
に
至
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
吳
騷
三
集
』
の
撰
者
も
張
琦
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
吳
騷
合
編
』
の
卷
首
に
は
、
こ
の
吳
騷
初
集
・
二
集
・
三
集
の
序
に
續
い

て
、「
塡
詞
訓
」「
作
家
偶
評
」「
曲
譜
辯
」「
情
癡
寤
言
」
の
四
曲
話
を

め
る（
６
）。

續
い
て
張
琦
「
凢
例
」
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
條
に
、

徃
時
選

吳
騷
、

無
善
本
。
所
行
者
惟
南
詞

選
及
遴
奇
振
雅
諸
俗

、

所
載
淸
曲
、
大
略
雷
同
。

選
一
書
、

爲
金
湯

學
而
設
、
僅
惟
小
令
散

見
、
而
套
數
則

晨
星
。
余
特

諸
殘

蠹
餘
、
零
星

本
、
及
各
家
文

集
中
、
積
漸
羅
致
。
雖
已

者
㊒
三
集
、
而
所
見
之
詞
、
不

廣
矣
。

徃
時
吳
騷
を
選

す
る
に
、

だ
善
本
無
し
。
行
は
る
る
所
の
者
は
惟
だ

『
南
詞

選
』
及
び
『
遴
奇
』『
振
雅（
７
）』
の
諸
俗

の
み
に
し
て
、
載
す
る

所
の
淸
曲
は
、
大
略
雷
同
す
。『

選
』
の
一
書
、

た

學
を
金
湯
せ

ん
が
爲
に
設
く
る
も
、
僅
か
に
惟
だ
小
令
の
み
散
見
し
、
而
し
て
套
數
は

則
ち

と
し
て
晨
星
の
ご
と
し
。
余
特
に
諸
れ
を
殘

蠹
餘
、
零
星
の

本
、
及
び
各
家
の
文
集
中
よ
り

め
、
積
漸
し
て
羅
致
す
。
已

す
る

者
は
三
集
㊒
り
と
雖
も
、
見
る
所
の
詞
、

だ
廣
き
の
み
な
ら
ず
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
已

す
る
者
は
三
集
㊒
り
」
と
し
て
、『
吳
騷
三
集
』
へ

『
全
德
記
』（『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
二
集
、
上
海
商
務
印
書
館
・
一
九
五
五
年
）
が
、
王
穉

登
の
名
を
冠
す
る
が
、「
王
穉
登
編
輯
」
と
な
っ
て
い
る
點
に
㊟
意
す
べ
き
で
あ

り
、
王
穉
登
が
曲
を
作
っ
た
證
據
と
は
な
り
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
吳
騷
集
』

が
王
穉
登
編
と
冠
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
僞
托
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
ひ
と
ま
ず

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
『
吳
騷
二
集（
３
）
』
は
、
全
四
卷
で
、
卷
一
の
は
じ
め
に
張
琦
・
王
煇
選
輯
と
あ

る
。
卷
首
に
、
許
當
世
「
吳
騷
二
集
序
」
を
附
し
、
そ
こ
に
「
㆛
辰
秋
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、

曆
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
秋
以
降
、
閒
も
な
く
出
版
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
套
數
六
十
三
套
と
、
小
令
百
四
十
三
闋
を

め
る
が
、
そ
の

う
ち
、
小
令
四
十
闋
は
附

作
品
で
あ
る
。『
吳
騷
二
集
』
は
、『
吳
騷
集
』
に
比

し
て
、
小
令
の
比
重
が
增
加
し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
特
徵
と
し
て
指

で
き

る
。

　
『
吳
騷
合
編（
４
）』
は
、
全
四
卷
で
、
卷
一
の
は
じ
め
に
騷
隱
居
士
選
輯
、
半
嶺
衟

人
刪
訂
と
あ
る
。
騷
隱
居
士
は
、『
吳
騷
集
』・『
吳
騷
二
集
』
の
編
纂
に
も
攜
わ

っ
た
張
琦
、
字
は
楚
叔
の
別
號
で
あ
る
。
張
琦
は
他
に
も
白
☃
齋
主
人
の
號
を
用

い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
半
嶺
衟
人
は
、
張
琦
の
從
弟
張
旭
初
の
別
號
で
あ

る
。

　

卷
首
に
は
、
ま
ず
許
當
世
「
吳
騷
合
編
序
」、
張
琦
「
吳
騷
合
編
小
序
」、
張
旭

初
「
跋
」
を
附
す
。
ど
れ
も
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
春
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

り（
５
）、『
吳
騷
合
編
』
の
出
版
も
そ
れ
か
ら
閒
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
陳
繼
儒
「
序
吳
騷
初
集
」、
許
當
世
「
序
吳
騷
二
集
」
が
續
く
が
、

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
『
吳
騷
集
』
卷
首
の
陳
繼
儒
「
吳
騷
引
」
と
『
吳
騷
二
集
』

卷
首
の
許
當
世
「
吳
騷
二
集
序
」
を
再
錄
し
た
も
の
で
あ
る
。
續
い
て
、
張
旭
初

「
序
吳
騷
三
集
」
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
現
存
し
な
い
『
吳
騷
三
集
』
の
存
在



『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
六
一

卷
一
に

錄
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
六
十
二
套
數
と
十
五
小
令
が
、『
吳
騷
合
編
』
で
新
た
に
選
錄
さ
れ
た

作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
十
六
套
數
と
三
小
令
は
、『
吳
騷
合
編
』
の
新

な
の
か
、『
吳
騷
三
集
』
か
ら
の
再
錄
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

　
『
吳
騷
合
編
』
に

錄
さ
れ
た
作
品
の
中
で
、『
吳
騷
集
』
に
も
見
え
る
作
品

は
、
四
十
四
套
數
と
十
四
小
令
あ
る
。
同
じ
く
、『
吳
騷
合
編
』
に

錄
さ
れ
た

作
品
の
中
で
、『
吳
騷
二
集
』
に
見
え
る
作
品
は
、
三
十
五
套
數
と
六
十
六
小
令

あ
る
。

　

そ
し
て
、
已

と
記
さ
れ
て
い
な

が
ら
、『
吳
騷
集
』
に
も
『
吳
騷
二

集
』
に
も
見
ら
れ
な
い
作
品
が
、

四
十
套
數
と
十
四
小
令
あ
る
。
こ
れ

は
『
吳
騷
三
集
』
に

錄
さ
れ
て
い

た
作
品
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
先
述
の
沈
子
勺
「
集

賢
賓
（
天
涯
自
他
爲
去
客
）」・
陸
包

山
「
漁
燈
兒
（
沒
來
繇

相
思
）」
の

二
套
を
加
え
る
と
、
四
十
二
套
數
と

十
四
小
令
を
、『
吳
騷
三
集
』
に
歸

屬
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の

考
證
を
表
一
に
ま
と
め
る
と
上
の
よ

う
に
な
る
。

　

こ
の
表
一
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

『
吳
騷
合
編
』
が
、『
吳
騷
集
』『
吳

騷
二
集
』『
吳
騷
三
集
』
か
ら
、
ま

の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
凢
例
か
ら
、
沈
璟
『
南
詞

選
』
が
、
小
令

を
中
心
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
吳
騷
諸
集
は
、
套
數
の
選
錄
に
主
眼

を
置
い
た
編
纂
方
針
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
８
）。
な
お
こ
の
凢
例
の
後
に

は
、
魏
良
輔
『
曲
律
』
が
續
く
。

　

こ
の
よ
う
に
『
吳
騷
合
編
』
に
附
錄
さ
れ
た
「
序
吳
騷
三
集
」
や
、
凢
例
に
お

け
る
言
及
か
ら
、『
吳
騷
三
集
』
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、『
吳
騷
三
集
』
の
復
元

　
『
吳
騷
合
編
』
は
、
そ
の
書
名
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
先
行
す
る
『
吳
騷
集
』

『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
三
集
』
か
ら
佳
作
を
選
び
、
か
つ
そ
れ
に
新

の
作
品
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
題
下
に
は
已

・
未

の
別
が
記
さ
れ
て
お
り
、
未

は
『
吳
騷
合
編
』
で
は
じ
め
て

錄
さ
れ
た
作
品
を
表
わ
す
。
そ
し
て
已

は
、

『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
三
集
』
か
ら
再
錄
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。
ま
た
一

、
已

未

の
別
を
朙
記
し
な
い
作
品
も
あ
る
。

　

ま
ず
、『
吳
騷
合
編
』
が
題
下
に
已

未

の
別
を
朙
記
せ
ず
、
か
つ
『
吳
騷

集
』『
吳
騷
二
集
』
に
見
ら
れ
な
い
作
品
が
、
套
數
十
八
套
と
小
令
三
闋
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、『
吳
騷
三
集
』
に

錄
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
殘
す

が
、『
吳
騷
合
編
』
で
初
め
て

錄
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
ど
ち
ら
で
あ

る
か
は

斷
で
き
な
い
。
た
だ
し
そ
の
中
で
、『
吳
騷
合
編
』
卷
三
の
沈
子
勺

「
集
賢
賓
（
天
涯
自
他
爲
去
客
）」、
卷
四
の
陸
包
山
「
漁
燈
兒
（
沒
來
繇

相
思
）」

に
つ
い
て
は
、
他
の
散
曲
集
か
ら
の
言
及
に
よ
っ
て
、『
吳
騷
三
集
』
に

め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
。

　
『
吳
騷
合
編
』
が
未

と
㊟
す
る
作
品
は
、
六
十
三
套
數
と
十
五
小
令
あ
る
。

た
だ
し
そ
の
中
で
、
卷
四
に

錄
さ
れ
る
梁
辰
魚
「
攤
破
金
字
令
（

容
竝
⺼
）」

の
み
は
、
題
下
に
「
未

」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、『
吳
騷
二
集
』

吳騷集 吳騷二集

總數 再錄數 總數 再錄數

套數 小令 套數 小令 套数 小令 套数 小令

71 45 44 14 63 143 35 66

吳騷三集 吳騷合編

總數 再錄數 新 未確定

套數 小令 套數 小令 套數 小令 套數 小令

42 14 62 15 16 3

表
一
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十
六
集

一
六
二

白
練
序

相
思
擔

陳
石
坡

已

１

泣
顏
回

東
野
翠
𤇆
消

高
東
嘉

已

１

好
事
近

書
寄
秣
陵
賖

梁
少
白

已

１

香
羅
帶

天
寒
澤
國
秋

梁
少
白

已

１

懶
畫
眉

日
遙
岑
淡
𤇆

沈
伯

已

１

繡
帶
引

忽
地
雙
眉
頓
鎻

沈
伯

已

１

十

錦

秦
樓
上
⺼
朙
如
水

梅
禹
金

已

１

十

錦

河
橋
路
征
㠶
初
掛

高
深
甫

已

１

絳
都
春
序

春
愁

結

高
深
甫

已

１

小
桃
紅

暗
思
昔
日
配
春
嬌

王
元
和

已

１

綿

絮

長
空
如
洗

楊
夫
人

已

１

山
坡
羊

碧
雲
窩
氷
輪
初
上

駱
永
叔

已

１

二
郞
神

人
別
後

高
東
嘉

已

１

二
郞
神

分
鸞

楊
升
庵

已

１

二
郞
神

銅
壺
轉

梁
少
白

㊒
序
已

１

集
賢
賓

登
樓
倚
闌
看

景

沈
子
勺

已

１

集
賢
賓

天
涯
自
他
爲
去
客

沈
子
勺

飜
北
詞

１

鶯

序

梧
桐
一

秋
已
凋

孫
百
川

已

１

金
梧
桐

相
思
借
酒
消

曹
舍
齋

已

１

ん
べ
ん
な
く
再
錄
し
て
お
り
、
再
錄
數
に
お
い
て
偏
重
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
吳
騷
合
編
』
は
、『
吳
騷
集
』
の
補
遺
と
し
て
『
吳
騷
二

集
』『
吳
騷
三
集
』
を
位
置
付
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
集
を
同
等
に
扱
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
吳
騷
集
』
の

錄
總
數
に
對
す
る
、『
吳
騷
合
編
』
の
再
錄
數
は
、
ほ
ぼ
五
割

程
度
で
あ
る
。
同
じ
く
『
吳
騷
二
集
』
の

錄
總
數
に
對
す
る
、『
吳
騷
合
編
』

の
再
錄
數
も
、
ほ
ぼ
五
割
程
度
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
吳
騷
合
編
』
は
、

『
吳
騷
三
集
』
か
ら
も
五
割
程
度
の
作
品
を
再
錄
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
の
で

あ
り
、
今
回
の
復
元
に
よ
っ
て
『
吳
騷
三
集
』
の
約
半
分
の
構
成
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
、
表
二
に
『
吳
騷
合
編
』
に
再
錄
さ
れ
た
『
吳
騷
三
集
』

錄
作
品
の
一

覽
を
示
す
。
ま
た
、『
吳
騷
三
集
』
か
ら
の
再
錄
か
、『
吳
騷
合
編
』
の
新

か
、

未
確
定
の
十
六
套
數
と
三
小
令
に
つ
い
て
も
、
參
考
ま
で
に
表
三
と
し
て
一
覽
を

附
す
。
な
お
作
品
の
配
列
は
、『
吳
騷
合
編
』
の
採
る
宮
調
順
と
し
た
。

表
二
『
吳
騷
三
集
』

錄
作
品

曲
牌

初
句

作
者

㊟

套
數

小
令

醉
扶
歸

效
于
飛
鴛
侶
天
生
就

沈
伯

飜
北
詞
已

１

八
聲
甘
州

梨

小
雨

杜
圻
山

白
☃
齋

本

已

１

錦
纏
衟

心
悒
怏

楊
升
庵

已

１

普
天
樂

閉
⺼
容

文
三
橋

已

１

白
練
序

沉
吟
久

關
九
思

已

１



『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
六
三

新
水
令

半
窓
殘
⺼

初
醒

沈
靑
門

已

１

新
水
令

夜
窓
相
對
一
燈

凌
初
成

㊒
序
已

１

新
水
令

鴛
鴦

斷

絲

祝
枝
山

已

１

新
水
令

碧
桃

外
一
聲

周
秋
汀

已

１

夜
行
船

缺
⺼
風
簾
碎
影
篩

毛

石

已

１

夜
行
船

太
乙
峰
頭
玉
井

沈
靑
門

已

１

集
賢
賓

吹
簫
玉
人
何
處
也

陳
秋
碧

已

１

表
三
『
吳
騷
三
集
』
所

の
可
能
性
が
あ
る
作
品

曲
牌

初
句

作
者

㊟

套
數

小
令

八
聲
甘
州

冤
家
聚
首

袁
鳧
公

原
稿

１

桂
枝
香

靑
燈
殘
夜

屠
長
卿

白
☃
齋

本

１

二
犯
⺼
兒
高

𤇆
鎻
垂
楊
院

唐
六
如

白
☃
齋

本

３

二
犯

粧
臺

景
淒
涼

周
秋
汀

白
☃
齋
改
本

１

勝
如

從
他
去
春
幾
更

秦
冰
澳

白
☃
齋
改

１

錦
纒
衟

滿
㠶
風

史
叔
考

依

稿

１

漁
家
傲

我
只
衟
再
到
天
台
訪

玉
眞

王
伯
良

１

瓦
盆
兒

相
思
到
底

高
深
甫

白
☃
齋

本

與
時

１

金
梧
桐

漫
漫
瑞
☃
鋪

陳
秋
碧

王
百
榖
改
已

１

金
梧
桐

春
風

小
家

馮
千
秋

㊒
序
已

１

金
梧
桐

堪
悲
宋
玉
秋

許
彥
輔

已

１

金
絡
索

瑤
臺
一
絳
仙

梁
少
白

已

１

步
步
嬌

別
鳳
離
鸞

時
變

沈
伯

已

１

步
步
嬌

⺼
夕

朝
成
虛
度

劉
東
生

已

１

沈
醉
東
風

海
棠

開
還
未
開

鄭
虛
舟

已

１

二
犯
江
兒
水

減
盡
了

容
⺼
豔

陳
秋
碧

已

４

江
頭
金
桂

最

是
深
閨
人
靜

騷
隱
生

已

１

小
措
大

暗
潮
拍
岸

詞

已

１

六
犯
淸
♫

小
窓
雲
重

虞
交

已

１

六
犯
淸
♫

玄
陰
觱
發

何
西
來

已

１

七
犯
玲

凝
粧
上
翠
樓

楊
升
庵

已

４

七
犯
玲

琳
宮

地
逢

梁
少
白

已

１

七
犯
玲

翠
館
仙

梁
少
白

已

１

九
廻
膓

對
燈
兒
幾
番
思
想

孫
百
川

已

２

十
二
紅

雞
聲
兒

來

帳

吳
載
伯

已

１

漁
燈
兒

沒
來
繇

相
思

陸
包
山

照
墨
憨
齋
改

稍

原
稿

１



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
六
四

こ
と
な
ど
が
分
か
る
。

四
、
馮

龍
『
太
霞
新
奏
』
に
お
け
る

　
　
『
吳
騷
三
集
』
へ
の
言
乁

　

こ
こ
ま
で
に
確
認
し
た
、『
吳
騷
三
集
』
に
關
す
る
言
及
は
、『
吳
騷
合
編
』
に

附
さ
れ
た
張
旭
初
「
序
吳
騷
三
集
」
と
張
琦
「
凢
例
」
の
み
で
あ
っ
た
。『
吳
騷

合
編
』
だ
け
に
し
か
『
吳
騷
三
集
』
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
例
え
ば

『
吳
騷
合
編
』
を
編
纂
す
る
際
に
、
先
行
す
る
書
物
が
初
集
・
二
集
の
み
で
合
編

を
名
乘
る
の
で
は
箔
が
付
か
な
い
と
考
え
、
三
集
を
捏
造
し
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。『
吳
騷
三
集
』
の
實
在
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、『
吳
騷
合
編
』
の
編
纂

者
で
な
い
人
物
か
ら
の
言
及
が
、
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
凌

初
『
南
♫
三
籟
』
に
は
、
い
く
つ
か
「
吳
騷
」
に
對
す
る
言
及
が
み

ら
れ
る
も
の
の（
９
）、
す
べ
て
『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
を
指
す
も
の
で
あ
り
、『
吳

騷
三
集
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
な
い
。

　

馮

龍
『
太
霞
新
奏
』
は
、
全
十
四
卷
で
、
卷
一
か
ら
卷
十
三
ま
で
に
套
數
を

め
、
卷
十
四
に
小
令
を

め
る
。
卷
首
に
は
、
顧
曲
散
人
こ
と
馮

龍
に
よ
る

天
諬
七
年
（
一
六
二
七
）
の
序
が
あ
る
。
こ
の
『
太
霞
新
奏
』
に
は
、四
か
所
「
吳

騷
集
」
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
四
か
所
に
つ
い
て
、
順
に
確
認
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
一
）、
陸
麭
山
「
漁
燈
兒
（
從
那
日

相
思
）」
の
尾
註

　

ま
ず
『
太
霞
新
奏
』
卷
三
は
、
陸
治
、
字
は
包
山
の
「
漁
燈
兒
（
從
那
日

相

思
）」
を
載
せ
る
が
、
そ
の
尾
㊟
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

世
所
傳
李
日

西
廂
記
㊒
漁
燈
兒
一
套
、
卽
王
實
甫
北
詞
而
被
之
南
聲
者
。

九
宮
譜

所
不
載
。
第
其
詞
♫
調
悽
惋
、
人
喜
歌
之
。
偶
閱
吳
騷
集
擬
㊒
閨

宜
春
令

燕
臺
駿

史
叔
考

照
原
稿

１

宜
春
令

燈
歬
恨

高
深
甫

白
☃
齋
改

１

針
線
箱

斛
愁
等
閒
堆
埵

史
叔
考

白
☃
齋
改

１

玉

紅
舒
臉
上
桃

卜
大

飜
北
詞

１

畫
眉
序

白
露
破
靑
𤇆

文
三
橋

白
☃
齋
刪
改

照
原
稿

１

降
黃
龍

雨
細
堦
墀

沈
伯

譜
張
宗
瑞
疎

簾
淡
⺼
詞

１

畫
眉
上
海
棠

鸚
鵡
報
春
晴

劉
東
生

白
☃
齋

本

與
坊

稍

１

夜
行
船
序

翠
擁
紅
遮

周
秋
汀

１

園
林
好

常
相

淮
南
小
山

汪
伯
玉

㊒
跋
白
☃
齋

改

１

　

ち
な
み
に
、『
吳
騷
三
集
』
所

作
品
の
中
で
も
、
高
深
甫
「
絳
都
春
序
（
春

愁

結
）」
に
つ
い
て
は
、『
吳
騷
合
編
』
卷
三
に
尾
㊟
が
附
さ
れ
て
お
り
、

此
詞
首
闋
、
向

瑞
𤇆
濃
、
而
後
復
訛
甚
。
今
悉

朙
改

。
較
之

本
、

可
謂
各
得
其
所
矣
。
頗
爲
稱
快
。

此
の
詞
の
首
闋
、
向
き
に
「
瑞
𤇆
濃
」
と

し
、
而
後
も
復
た
訛
り
甚

し
。
今
悉
く

朙
し
改

す
。
之
を

本
に
較
ぶ
れ
ば
、
各
お
の
其
の
所

を
得
と
謂
ふ
べ
し
。
頗
る
稱
快
を
爲
す
。

と
あ
り
、『
吳
騷
三
集
』
で
は
、
首
曲
が
「
絳
都
春
序
」
で
は
な
く
、「
瑞
𤇆
濃
」

と
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、『
吳
騷
合
編
』
所

の
も
の
と
は
文
字
の

同
が
あ
る



『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
六
五

ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
吳
騷
合
編
』
が
、『
太
霞
新
奏
』
を
參
照
し
て
い
た
事

實
が
分
か
り
、『
太
霞
新
奏
』
の
出
版
が
、『
吳
騷
合
編
』
に
先
立
つ
こ
と
も
は
っ

き
り
と
す
る
。

　
『
吳
騷
合
編
』
が
、『
吳
騷
三
集
』
所

の
原
作
陸
治
「
漁
燈
兒
」
を
引
か
ず

に
、『
太
霞
新
奏
』
所

の
陸
治
作
・
馮

龍
改
「
漁
燈
兒
」
を
引
く
と
こ
ろ
か

ら
、
朙
末
曲
壇
に
お
け
る
馮

龍
の
影
响
力
を
指

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
　
（
二
）、
沈
伯

「
繡
帶
引
（

忽
地

眉
諳
鏁
）」
の
尾
註

　
『
太
霞
新
奏
』
卷
七
に
載
せ
る
、
沈
璟
、
字
は
伯

「
繡
帶
引
（

忽
地
雙
眉
暗

鎻
）」
の
尾
㊟
に
は
、

　
　

尾
聲
依
吳
騷
集
改
本
。

　
　
　

尾
聲
は
『
吳
騷
集
』
改
本
に
依
る
。

と
あ
る
。
こ
の
沈
伯

「
繡
帶
引
」
も
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
に
見
ら
れ

ず
、
こ
の
尾
㊟
が
指

す
る
『
吳
騷
集
』
は
、
す
な
わ
ち
『
吳
騷
三
集
』
を
指
す

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
原
本
に
あ
っ
た
尾
聲
の
曲
文
を
、『
吳
騷
三
集
』
改

本
に
倣
っ
て
改
め
た
こ
と
を
示
す
㊟
で
あ
る
。
こ
の
沈
伯

「
繡
帶
引
」
は
、

『
吳
騷
合
編
』
卷
二
に
再
錄
さ
れ
て
お
り
、
題
下
の
㊟
に
も
「
已

」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
（
三
）、
沈
子
勺
「
集
賢
賓
（
天
涯
自
他
爲
去
客
）」
の
尾
註

　
『
太
霞
新
奏
』
卷
十
所

の
、
沈
瓚
、
字
は
子
勺
「
集
賢
賓
（
天
涯
自
他
爲
去

客
）」
の
尾
㊟
に
言
う
に
は
、

　
　

此
套

雅
三
籟
借
作
楊
斗

。
吳
騷

借
作
李
日

。

此
の
套
『

雅
』『
三
籟
』
借
り
て
楊
斗

と
作
す
。『
吳
騷
』
も

た
借

り
て
李
日

と
作
す
。

怨
一
套
、

陸
包
山
。
而
詞
亦

利
、
恨

用
齊

思
二

。
後
見
墨
憨

齋
改
本
、
悉
去
借

、
復
調
平
久
、
毫
不
戾
嗓
。
洵
可
快
也
。
亟
爲
傳
之
。

世
に
傳
は
る
所
の
李
日

『
西
廂
記
』
に
「
漁
燈
兒
」
一
套
㊒
り
、

し

王
實
甫
の
北
詞
に
卽
き
て
之
に
南
聲
を
被
る
者
な
り
。『
九
宮
譜
』
の

と
載
せ
ざ
る
所
な
り
。
第
だ
其
の
詞
の
♫
調
悽
惋
た
り
、
人
喜
び
て
之
を

歌
ふ
。
偶
た
ま
『
吳
騷
集
』
を
閱
す
る
に
擬
す
に
閨
怨
一
套
㊒
り
、
陸
包

山
と

す
。
而
し
て
詞
も
亦
た

利
、
恨
む
ら
く
は
齊

・

思
の
二

を

用
せ
り
。
後
に
墨
憨
齋
の
改
本
を
見
る
に
、
悉
く
借

を
去
り
、
復

た
調
も
平
久
に
し
て
、
毫
も
嗓
に
戾
ら
ず
。
洵
に
快
か
る
べ
し
。
亟
ち
爲

に
之
を
傳
へ
ん
。

　

こ
の
陸
包
山
「
漁
燈
兒
」
は
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
に
見
ら
れ
な
い
。
つ

ま
り
こ
の
尾
㊟
に
言
う
『
吳
騷
集
』
と
は
、『
吳
騷
三
集
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
馮

龍
、
別
號
墨
憨
齋
が
、『
吳
騷
三
集
』
に

錄
さ
れ
て
い

た
陸
治
「
漁
燈
兒
」
を
見
て
、
こ
れ
に
𣷹
削
を
加
え
『
太
霞
新
奏
』
に

錄
し
、

ま
た
こ
の
尾
㊟
を
附
し
た
と
い
う
經
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
吳
騷
三
集
』

に

錄
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
陸
治
「
漁
燈
兒
」
の
原
作
は
、『
吳
騷
三
集
』
が
現

存
し
な
い
今
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
太
霞
新
奏
』
に
、

『
吳
騷
三
集
』
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
吳
騷
三
集
』
の
出
版
は
、

天
諬
七
年
（
一
六
二
七
）
の
序
を
持
つ
『
太
霞
新
奏
』
に
先
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
吳
騷
合
編
』
卷
四
は
、
こ
の
『
太
霞
新
奏
』
所

の
陸
治
作
・
馮

龍
改
「
漁
燈
兒
」
を
載
せ
、
か
つ
右
の
尾
㊟
を
も
引
用
す
る
。
題
下
の
㊟
に
は
、

「
照
墨
憨
齋
改

稍

原
稿
（
墨
憨
齋
の
改

に
照
る
。
稍
や
原
稿
と

な
る
）」
と
あ

り
、
已

未

の
別
を
朙
記
し
て
い
な
い
が
、
以
上
の
考
證
に
よ
り
、『
吳
騷
三

集
』
に
陸
治
「
漁
燈
兒
」
の
原
作
が

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
六
六

某
改

、
除
江
東
白

詞
外
、
皆
其
手
筆
。

此
の
曲
の
歬
四
闋
靑
門
の
『
唾
窓
絨
』
內
に
散
見
す
。
予
の
兄
楚
叔
名
を

伯
起
に
托
し
、
續
け
て
套
を
成
す
。
誠
に
朙
⺼
の
珠
を
貫
き
、

の
璧

を
合
す
る
が
如
し
。
予
の
兄
曲
學
に
精
し
く
、
凢
そ
『
吳
騷
』
の

本
に

載
せ
る
所
の
某
某
改

、『
江
東
白

』
の
詞
を
除
い
て
の
外
は
、
皆
其

の
手
筆
な
り
。

と
あ
り
、
張
琦
が
、
張
鳳
翼
に
假
託
し
て
、
沈
仕
の
小
令
四
闋
を
も
と
に
套
數
を

作
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

本
論
か
ら
は
は
ず
れ
る
が
、
こ
の
記
事
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
套
數
の
歬
四

闋
は
、
沈
仕
の
小
令
の
は
ず
で
あ
る
。『
全
朙
散
曲
』
は
、『
南
詞

選
』
を
典

據
と
し
て
、
首
曲
の
「
集
賢
賓
（
梧
桐
露
冷
生
嫩
黃
）」
の
み
を
、
沈
仕
の
作
と
し

て
一
三
五
八
頁
に
載
せ
、
他
の
三
闋
「
集
賢
賓
（
記
別
時
話
兒
都
是

）」「
黃
鶯
兒

（
消
瘦
杜
韋
娘
）」「
黃
鶯
兒
（
砧

度
東
牆
）」
に
つ
い
て
は
、
採
ら
な
い
。
こ
の
記

事
を
根
據
と
し
て
、
沈
仕
の
作
と
し
て

錄
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
作

は
、
套
數
と
し
て
も
、
張
琦
・
張
鳳
翼
の
ど
ち
ら
の
名
の
も
と
に
も
採
ら
れ
て
い

な
い
。
ひ
と
ま
ず
張
琦
の
作
と
し
て
採
錄
し
、『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
合
編
』
の
尾

㊟
を
參
考
と
し
て
揭
げ
る
べ
き
だ
。

　

以
上
、
馮

龍
『
太
霞
新
奏
』
に
は
、『
吳
騷
二
集
』
へ
の
言
及
が
一
か
所

と
、『
吳
騷
三
集
』
へ
の
言
及
が
三
か
所
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
太
霞
新
奏
』

の
記
事
を
參
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
吳
騷
合
編
』
が
已

未

の
別
を
㊟
記

し
な
い
二
作
品
に
つ
い
て
、
本
來
『
吳
騷
三
集
』
に

め
ら
れ
て
い
た
作
品
で
あ

っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
で
き
た
。
ま
た
、『
吳
騷
三
集
』
が
、『
太
霞
新
奏
』
に
影

响
を
與
え
て
い
た
事
實
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
あ
る
。『
吳

雅
』
元
集
は
、
本
套
を
楊
斗

の
作
と
し
て
載
せ
、
ま
た

『
南
♫
三
籟
』
散
曲
下
卷
も
作
者
を
楊
斗

と
し
て
本
套
を
載
せ
る
。
こ
の
作

は
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
吳
騷
三
集
』
に
李

日

の
作
と
し
て

錄
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
吳
騷
合
編
』
卷
三
は
、
本
套
を
、
沈
子
勺
の
作
と
し
て

め
る
こ
と
か
ら
、

『
太
霞
新
奏
』
の
說
に
從
っ
て
改
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
題
下
の
㊟
に
は
、「
飜
北

詞
」
と
あ
り
、
已

未

の
別
を
記
さ
な
い
が
、
こ
の
『
太
霞
新
奏
』
の
尾
㊟

を
根
據
と
し
て
、『
吳
騷
三
集
』
に

め
ら
れ
て
い
た
と
斷
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
（
四
）、
沈
靑
門
（
張
伯
起
改
）「
集
賢
賓
（
梧
桐
露
冷
生
嫩
黃
）」
の
尾
註

　
『
太
霞
新
奏
』
卷
十
は
、「
集
賢
賓
（
梧
桐
露
冷
生
嫩
黃
）」
一
套
を

め
、
沈
仕

（
字
は
靑
門
）
の
原
作
に
、
張
鳳
翼
（
字
は
伯
起
）
が
手
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。

そ
の
尾
㊟
に
は
、

吳
騷
評
云
、
此
曲
歬
四
闋
散
見
靑
門
唾
窓
絨
內
。
皆
佳
句
也
。
偶
得
敲
⺼
軒

詞
稿
、見
伯
起
先
生
此
作
、續
而
成
套
。
誠
如
貫
朙
⺼
之
珠
、合

之
璧
矣
。

『
吳
騷
』
評
し
て
云
は
く
、
此
の
曲
の
歬
四
闋
靑
門
の
『
唾
窓
絨
』
內
に

散
見
す
。
皆
佳
句
な
り
。
偶
た
ま
『
敲
⺼
軒
詞
稿
』
を
得
、
伯
起
先
生
の

此
の
作
、
續
け
て
套
を
成
す
を
見
る
。
誠
に
朙
⺼
の
珠
を
貫
き
、

の

璧
を
合
す
る
が
如
し
。

と
あ
る
。
本
套
と
こ
の
評
語
は
、『
吳
騷
二
集
』
卷
三
に
見
え
る
。『
吳
騷
合
編
』

卷
三
に
も
再
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
尾
㊟
は
、
張
旭
初
に
よ
り
書
き
改
め
ら
れ

て
お
り
、

此
曲
歬
四
闋
散
見
靑
門
唾
窓
絨
內
。
予
兄
楚
叔
托
名
伯
起
、
續
而
成
套
。
誠

如
貫
朙
⺼
之
珠
、
合

之
璧
矣
。
予
兄
精
於
曲
學
、
凢
吳
騷

本
所
載
某



『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
六
七

　
　
　

此
の
調
向
き
に
仙
呂
に

む
。
今
譜
に
照
ら
し
て

す
。

と
あ
り
、
本
作
が
『
吳
騷
三
集
』
で
は
、
仙
呂
調
の

分
に

め
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
吳
騷
三
集
』
は
宮
調
順
に
作
品
を
配
列
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
、
作
品
の
配
列
は
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
で
は
無
秩
序
で
あ

っ
た
の
が
、『
吳
騷
三
集
』
か
ら
宮
調
順
の
配
列
を
採
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

『
吳
騷
合
編
』
に
も
受
け
繼
が
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
先
に
引
い
た
張
琦
「
凢
例
」
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、『
吳
騷
合
編
』
は
、

卷
四
「
附
錄
北
調
」
に
、
北
曲
套
數
を

錄
す
る
。『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』

は
、
南
北
套
數
に
つ
い
て
は
、

錄
す
る
も
の
の
、
北
曲
の
み
で
構
成
さ
れ
た
套

數
は

錄
し
な
い
。
一
方
、『
吳
騷
三
集
』
は
、
表
二
で
言
え
ば
、
祝
枝
山
「
新

水
令
（
鴛
鴦

斷

絲

）」
以
下
、
少
な
く
と
も
五
套
の
北
曲
套
數
が

錄
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
北
曲
套
數
を

錄
す
る
方
針
も
、『
吳
騷
三

集
』
に
始
ま
り
、『
吳
騷
合
編
』
に
繼
承
さ
れ
た
特
徵
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
物
の
體
裁
と
い
う

點
か
ら
見
た
場
合
、『
吳
騷
二
集
』
と

『
吳
騷
三
集
』
と
の
閒
で
大
き
な
轉
換
が
見
ら
れ
、『
吳
騷
合
編
』
は
、『
吳
騷
三

集
』
の
體
裁
を
引
き
繼
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

六
、『
吳
騷
三
集
』
の
作
品

錄
傾
向

　

歬

に
お
い
て
、『
吳
騷
三
集
』
の
體
裁
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
朙
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
次
に
、『
吳
騷
三
集
』
の
作
品

錄
の
傾
向
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。『
吳
騷
三
集
』
は
、
何
を
『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』

か
ら
受
け
繼
ぎ
、
そ
し
て
ま
た
、『
吳
騷
合
編
』
へ
と
到
る
經
路
で
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
、『
吳
騷
三
集
』
の
體
裁
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
、『
吳
騷
合
編
』
に
再
錄
さ
れ
た
作
品
を
整
理
す
る
こ
と
で
、『
吳
騷

三
集
』
の
復
元
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、『
吳
騷
三
集
』
の
原
貌
を
五
割
程
度
復

元
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
復
元
さ
れ
た
『
吳
騷
三
集
』
か
ら
、
一

體
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。『
吳
騷
三
集
』
に
は
、
ど
の
よ
う
な

特
徵
が
あ
っ
た
の
か
を
、
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
作
品
の
配
列
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』

は
、
作
品
の
配
列
に
一
定
の
法
則
を
見
い
だ
せ
な
い
。
一
方
、『
吳
騷
合
編
』

は
、
張
琦
の
「
凢
例
」
に
、

歌
先
審
調
。
不
知
何
調
、
♫
律
亂
矣
。

選
照
譜
所
序
宮
調
分
列
各
宮
。
正

曲
居
先
、犯
調
列
後
。而
南
北
調
以
及
北
調
附
列
終
篇
。俾
知
♫
者
便
於

覈
。

歌
は
先
ず
調
を
審
か
に
す
。
何
れ
の
調
か
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
♫
律
亂
る
。

の
選
は
譜
の
序
す
る
所
の
宮
調
に
照
ら
し
て
各
宮
に
分
列
す
。
正
曲
は

先
に
居
り
、
犯
調
は
後
に
列
す
。
而
し
て
南
北
調
よ
り
以
つ
て
北
調
に
及

ぶ
ま
で
終
篇
に
附
列
す
。
知
♫
の
者
を
し
て

覈
に
便
な
ら
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
宮
調
順
に
作
品
を
配
列
す
る
。
で
は
、『
吳
騷
三
集
』
は
、
ど

の
よ
う
に
作
品
を
配
列
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、『
吳
騷
合
編
』
卷
四
・「
附
錄
譜
內
新
增

體
竝
各
宮

犯
曲
」
に

め
ら
れ
て
い
る

詞
「
小
措
大
（
暗
潮
拍
岸
）」
に
㊟
目

し
た
い
。
本
作
は
、
題
下
に
「
已

」
と
あ
る
の
に
も
關
わ
ら
ず
、『
吳
騷
集
』

『
吳
騷
二
集
』
に

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、『
吳
騷
三
集
』
に

め
ら
れ
て
い
た

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
首
曲
「
小
措
大
」

の
下
に
㊟
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
、

　
　

此
調
向

仙
呂
。
今
照
譜

。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
六
八

で
、
許
彥
輔
「
金
梧
桐
（
堪
悲
宋
玉
秋
）」・
陳
石
坡
「
白
練
序
（
相
思
擔
）」・
駱
永

叔
「
山
坡
羊
（
碧
雲
窩
氷
輪
初
上
）」
な
ど
、『
吳
騷
合
編
』
に
よ
っ
て
現
在
に
一

套
の
み
が
傳
わ
る
、
素
性
の
知
れ
な
い
人
物
の
作
品
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
人
物
は
、
撰
者
と
私
的
な
交

が
あ
り
、
そ
の
緣
故
に
よ
っ
て
『
吳
騷
三
集
』

に
選
錄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
確
證
は
な
い
。『
吳
騷
三
集
』

は
、
名
人
の
作
と
竝
ん
で
、
こ
う
し
た
無
名
の
人
物
の
作
品
を
選
錄
す
る
點
が
、

『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
と
は
や
や
性
質
を

に
す
る
。

　
　
（
二
）『
吳
騷
合
編
』
と
の
比

　

つ
ぎ
に
『
吳
騷
三
集
』
と
『
吳
騷
合
編
』
と
で
は
、
作
品
選
錄
の
傾
向
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
差

が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
は
『
吳
騷
合

編
』
の
新

作
品
に
み
ら
れ
る
傾
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。『
吳
騷
合
編
』

の
新

作
品
の
中
で
、
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
る
の
は
、
王

德
、
字
は
伯
良

の
套
數
十
三
套
で
あ
る
。

　

王

德
に
は
、
現
存
し
な
い
『
方
諸
館
樂
府
』
と
い
う
散
曲
集
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
彼
の
『
曲
律
』
卷
四
・
雜
論
第
三
十
九
下
に
、

宋
詞
見

堂
詩
餘
者
、
徃
徃
妙
絕
、
而
歌
法
不
傳
、
殊
㊒
遺
恨
。
予
客
燕
日
、

亦
嘗
卽
其
詞
爲
各
譜
今
調
、
凢
百
餘
曲
、

見
方
諸
館
樂
府
。

宋
詞
の
『

堂
詩
餘
』
に
見
ゆ
る
者
は
、
徃
徃
に
し
て
妙
絕
た
れ
ど
も
、

歌
法
傳
は
ら
ず
、
殊
に
遺
恨
㊒
り
。
予
燕
に
客
す
の
日
、
亦
た
嘗
て
其
の

詞
に
卽
き
て
各
お
の
今
調
を
譜
す
こ
と
を
爲
し
、
凢
そ
百
餘
曲
、

し
て

『
方
諸
館
樂
府
』
に
見
ゆ
。 

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
ま
た
同
じ
く
『
曲
律
』
に
附
さ
れ
た
毛
以
燧
の

「
跋
」
に
、

乃
最
所
意
得
則
㊒
方
諸
館
樂
府
二
卷
、
悉
散
套
與
小
令
、
家
繕

兄
方
爲
劂

　
　
（
一
）『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
と
の
比

　

ま
ず
『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
か
ら
、『
吳
騷
三
集
』
へ
と
ど
の
よ
う
な
特
徵

が
受
け
繼
が
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
吳
騷
集
』
は
、

錄
作
品
を
人
名
別
に
集
計
し
た
際
、
突
出
し
て

錄
數
の

多
い
人
物
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
中
で
も
比
較
的
多
い
例
と
し
て
は
、「
古
調
」

と
記
さ
れ
た
十
套
數
・
四
小
令
や
、
沈
仕
の
八
套
數
・
十
五
小
令
、
陳
鐸
（
字

は
大
聲
、
號
は
秋
碧
）
の
六
套
數
な
ど
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。『
吳
騷
集
』
が

錄
す
る
作
品
の
多
く
は
、
先
行
す
る
散
曲
集
、
沈
璟
『
南
詞

選
』・
陳
所
聞

『
南
宮
詞
紀
』
な
ど
に
も

め
ら
れ
る
、
知
名
な
散
曲
作
家
の
も
の
で
あ
る
。

　
『
吳
騷
二
集
』
に
は
、
梁
辰
魚
の
套
數
二
十
套
と
小
令
十
四
闋
と
が

め
ら

れ
、『
吳
騷
集
』
に
四
套
數
し
か

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
比
し
て（
（（
（

、
に
わ

か
に
そ
の
作
品
數
が
增
大
す
る
。『
吳
騷
二
集
』

錄
作
品
を
人
名
別
に
見
た

際
、
梁
辰
魚
の
次
に
多
い
の
が
、
陳
鐸
の
三
套
數
・
二
十
小
令
と
、
沈
仕
の
三
套

數
・
十
二
小
令
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
は
歷
然
と
し
て
い
る
。

　

梁
辰
魚
の
散
曲
は
、『
南
詞

選
』『
南
宮
詞
紀
』
な
ど
に
も
多
く
引
か
れ
る
こ

と
か
ら
、『
吳
騷
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
點
で
、
す
で
に
一
定
の
評
價
を
得
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
決
し
て
『
吳
騷
集
』
か
ら
『
吳
騷
二
集
』
に
か
け
て
の
二

年
程
度
の
朞
閒
に
、
梁
辰
魚
の
名
聲
が
急
速
に
高
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
『
吳
騷
集
』
と
『
吳
騷
二
集
』
と
で
は
、
梁
辰
魚
の
扱
い
に
顯

な
差
が
見
ら

れ
る
が
、
す
で
に
定
評
の
あ
る
人
物
の
作
品
を
中
心
に
選
錄
す
る
と
言
う
點
は
、

共
通
す
る
。

　
『
吳
騷
三
集
』
に
は
、
梁
辰
魚
の
四
套
數
・
二
小
令
、
陳
鐸
の
二
套
數
・
四
小

令
、
沈
仕
の
二
套
數
が
少
な
く
と
も

め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た

名
人
の
作
を

錄
す
る
傾
向
は
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
か
ら
『
吳
騷
三
集
』

へ
と
繼
承
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、『
吳
騷
三
集
』
は
そ
の
一
方



『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
六
九

よ
り
も
先
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
受
容
が
進
ん
だ
の
は
、『
曲
律
』
が
出

版
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王

德
は
、
ま
ず
『
曲
律
』
に

よ
っ
て
、
そ
の
曲
論
が
評
價
を
受
け
、
續
い
て
實
作
に
も
そ
の
受
容
が
及
ん
だ
と

い
う
構
圖
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
復
元
し
た
『
吳
騷
三
集
』
の

錄
作
品
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
王

德
の
作
品
は
ひ
と
つ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、『
吳
騷
合

編
』
卷
二
「
漁
家
傲
（
我
只
衟
再
到
天
台
訪
玉
眞
）」
は
、
題
下
に
已

未

を
記

さ
な
い
た
め
、『
吳
騷
三
集
』
か
ら
の
再
錄
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

ま
た
、『
吳
騷
合
編
』
が
再
錄
し
な
か
っ
た
も
の
の
中
に
、
王

德
の
作
品
が
含

ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
『
吳
騷
合
編
』
が

錄
す
る
王

德
の
作
は
、『
太
霞
新
奏
』

錄
作

の
範
圍
を
出
な
い
點
に
㊟
意
す
べ
き
だ
。
王

德
の
作
品
に
限
っ
て
言
え
ば
、

『
吳
騷
合
編
』
は
、『
太
霞
新
奏
』
の
屋
下
に
屋
を
架
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
選
錄

に
新
味
が
な
い
。
も
し
も
『
吳
騷
三
集
』
が
、
先
鞭
を
付
け
て
王

德
の
散
曲
を

選
錄
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
撰
者
の
手
元
に
『
方
諸
館
樂
府
』
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、『
吳
騷
合
編
』
を
編
纂
す
る
際
に
も
、

『
方
諸
館
樂
府
』
の
中
か
ら
自
由
に
作
品
を
選
擇
し
、
獨
自
の
見

を
示
す
こ
と

が
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
『
太
霞
新
奏
』
所

作
品
の
範
圍
內
に

納
ま
る
必
要
性
は
な
い
は
ず
だ
。
よ
っ
て
、『
吳
騷
合
編
』
所

の
王

德
の
作

品
は
、『
太
霞
新
奏
』
に
來
源
を
持
ち
、『
吳
騷
三
編
』
に
、
王

德
の
作
品
は

錄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
吳
騷
合
編
』
の
新

作
品
の
選
錄
傾
向
は
、『
吳
騷
三
集
』
か

ら
の
影
响
よ
り
も
、『
太
霞
新
奏
』
か
ら
の
影
响
が
强
い
と
言
え
る
。

之
金
陵
。 

乃
ち
最
も
意
得
す
る
所
は
則
ち
『
方
諸
館
樂
府
』
二
卷
㊒
り
、
悉
く
散
套

と
小
令
と
な
り
、
家
の
繕

兄
方
に
爲
に
之
を
金
陵
に
劂
す
。 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
毛
以
燧
の
兄
、
毛
以

が
、
金
陵
に
お
い
て
『
方
諸
館
樂

府
』
を

し
た
こ
と
が
分
か
る（
（（
（

。
ま
た
、『
曲
律
』
に
、『
方
諸
館
樂
府
』
刊
行
に

關
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
は
、『
方
諸
館
樂
府
』
の
出
版
は
、『
曲

律
』
の
刊
行
に
先
立
つ
。

　

徐

方
「
王

德
呂
天
成
年
譜
」（『
晚
朙
曲
家
年
譜
』
浙
江
卷
、
浙
江
古
籍
出
版

社
・
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
王

德
は
天
諬
三
年
（
一
六
二
三
）
に
、
八
十
二

歲
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
王

德
『
曲
律
』
に
は
、
馮

龍
の
序
が
あ
り
、
そ
こ

に
「
天
諬
乙
丑
春
二
⺼
既

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王

德
の
沒
後
二

年
、
天
諬
五
年
（
一
六
二
五
）
に
『
曲
律
』
は
出
版
さ
れ
た
よ
う
だ
。
天
諬
七
年

（
一
六
二
七
）
の
序
を
持
つ
『
太
霞
新
奏
』
の
出
版
は
、『
曲
律
』
刊
行
の
二
年
後

に
當
た
る
。

　

現
存
す
る
散
曲
選
集
を
見
る
限
り
で
は
、
王

德
の
散
曲
作
品
を
評
價
す
る
機

運
は
、
馮

龍
の
『
太
霞
新
奏
』
に
始
ま
る
と
言
っ
て
よ
い
。『
太
霞
新
奏
』
に

は
、
王

德
の
套
數
が
三
十
九
套
と
、
小
令
二
十
八
闋
が

め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
太
霞
新
奏
』
に
續
い
て
、『
吳
騷
合
編
』
が
、
王

德
の
十
三
套
數
を
新
た
に

め
る
が
、
選
錄
さ
れ
た
作
品
は
、『
太
霞
新
奏
』
と
す
べ
て
重
な
る
。『
吳
騷
合

編
』
が
、
馮

龍
『
太
霞
新
奏
』
か
ら
强
い
影
响
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、『
吳

騷
合
編
』
が
馮

龍
の
套
數
六
套
を
新

す
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る（
（（
（

。
以

降
、
順
治
十
二
年
（
一
六
五
五
）
の
序
を
持
つ
沈
自
晉
『
南
詞
新
譜
』
に
も
、
王

德
の
作
が
引
か
れ
て
い
る
。

　

王

德
の
散
曲
作
品
は
、
こ
の
三
書
に
よ
っ
て
現
在
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
も
の

が
す
べ
て
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
王

德
『
方
諸
館
樂
府
』
は
『
曲
律
』
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こ
の
よ
う
に
、『
吳
騷
三
集
』
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
吳
騷
諸
集
が
ど
の

よ
う
な
過
程
を
經
て
、
繼
承
・
發
展
し
て
い
っ
た
の
か
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
馮

龍
『
太
霞
新
奏
』
に
、『
吳
騷
三
集
』
へ
の
言

及
が
三
か
所
見
ら
れ
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
り
、『
吳
騷
三
集
』
が
、
後
續
の
散

曲
選
集
へ
與
え
た
影
响
に
つ
い
て
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。㊟

（
１
）　
『
吳
騷
集
』
は
、
日
本
國
內
で
は
、
大
谷
大
學
圖
書
館
神
田
文
庫
と
、
京
都
大
學

文
學

圖
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
所

さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

套
數
と
小
令
の
區
別
に
つ
い
て
、
尾
聲
を
用
い
る
も
の
を
套
數
に
數
え
た
ほ
か
、

尾
聲
を
用
い
な
い
が
、
一

到
底
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
套
數
と
し
て
算
入
し
た
。

（
３
）　
『
吳
騷
二
集
』
は
、
日
本
國
內
で
は
、
大
谷
大
學
圖
書
館
神
田
文
庫
と
、
立
命
館

大
學
圖
書
館
西
園
寺
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
所

さ
れ
て
い
る
。
神
田
文
庫
本
は
、
西
園

寺
文
庫
本
よ
り
も
後
印
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
西
園
寺
文
庫
本
は
、
卷
二
に
梁
辰

魚
「
畫
眉
序
（
金
風
動
南
國
）」
一
套
、
馮
惟
敏
「
桂
枝
香
（
容
光
消
瘦
）」
ほ
か
小

令
四
闋
を
載
せ
る
。
神
田
文
庫
本
は
、
こ
の

分
が
淸
河
漁
父
「
步
香
詞
」
二
套
に

差
し
替
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
目
次
も
改
竄
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
「
畫
眉
序
」
一

套
・「
桂
枝
香
」
四
闋

分
の
版
木
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
の
處
置
で
あ
ろ
う
。

『
全
朙
散
曲
』（
齊
魯
書
社
・
一
九
九
四
年
）
が
使
用
し
た
の
も
、
神
田
文
庫
本
と
同

じ
後
印
本
で
あ
る
こ
と
が
、
四
二
二
三
頁
に
『
吳
騷
二
集
』
を
典
據
と
し
て
淸
河
漁

父
「
步
香
詞
」
二
套
を
載
せ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
ま
た
『
全
朙
散
曲
』
が
、
上
述

の
「
畫
眉
序
」
一
套
・「
桂
枝
香
」
四
闋
の
校
勘
に
、『
吳
騷
二
集
』
を
用
い
て
い
な

い
こ
と
も
、
後
印
本
の
み
を
用
い
て
い
る
證
據
と
な
る
。

（
４
）　
『
吳
騷
合
編
』
は
、『
四

叢
刊
續
編
』（
上
海
商
務
印
書
館
・
一
九
三
四
年
）
第

二
六
〇
五
～
二
六
〇
八
册
に
、
崇
禎
刊
本
が
影
印
さ
れ
て
い
る
。

七
、
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
合
編
』
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
現

存
し
な
い
『
吳
騷
三
集
』
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
た
。
復
元
に
際
し
て
、
馮

龍
『
太
霞
新
奏
』
に
見
ら
れ
る
言
及
を
も
參
照
す
る
こ
と
で
、
加
え
て
二
套
數

を
『
吳
騷
三
集
』

錄
作
品
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
と
し

て
、『
吳
騷
三
集
』
の
お
よ
そ
五
割
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
、

錄
さ
れ
て
い

た
四
十
二
套
數
・
十
四
小
令
の
內
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
『
吳
騷
三
集
』
は
、
宮
調
の
順
に
作
品
を
配
列
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
は
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
の
無
秩
序
な
作
品
配
列
か
ら
の
、
大
き

な
變
化
で
あ
り
、『
吳
騷
合
編
』
が
宮
調
順
に
作
品
を
配
列
す
る
の
は
、『
吳
騷
三

集
』
か
ら
繼
承
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
、『
吳
騷
集
』『
吳
騷
二
集
』
は
、
南
北
套
數
に
つ
い
て
は

錄
す
る
も
の

の
、
北
曲
套
數
は

錄
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
吳
騷
三
集
』
か
ら
は
、

北
曲
套
數
を
も
選
錄
す
る
よ
う
に
な
り
、『
吳
騷
合
編
』
も
『
吳
騷
三
集
』
の
こ

の
方
針
を
受
け
繼
ぎ
、
北
曲
套
數
を

錄
す
る
。

　

吳
騷
諸
集
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
選
錄
傾
向
と
し
て
は
、
陳
鐸
・
沈
仕
・
梁
辰

魚
な
ど
、
散
曲
の
名
家
と
し
て
す
で
に
定
評
の
あ
る
人
物
の
作
品
を
多
く

め

る
。
た
だ
し
『
吳
騷
三
集
』
は
、
そ
れ
に
加
え
て
全
く
無
名
の
人
物
の
作
品
を
選

錄
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
撰
者
と
私
的
な
交

の
あ
っ
た
人
物
で
は
な
い
か
と
疑

わ
れ
る
が
確
證
は
な
い
。

　

ま
た
『
吳
騷
三
集
』
に
は
、
王

德
の
作
品
は

錄
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
吳
騷

合
編
』
が
王

德
の
套
數
十
三
套
を
一
擧
に
新

す
る
の
は
、『
太
霞
新
奏
』
の

影
响
に
よ
る
。『
吳
騷
合
編
』
の
新

作
品
に
は
、『
吳
騷
三
集
』
よ
り
も
、『
太

霞
新
奏
』
か
ら
の
影
响
の
ほ
う
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。



『
吳
騷
三
集
』
に
つ
い
て

一
七
一

（
10
）　

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
は
、
他
の
散
曲
集
で
は
、
他
の
作
者
の
名
の
も
と
に

め

ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
互
見
問
題
に
つ
い
て
は
、『
全
朙
散
曲
』
の

校
記
に
詳
し
い
。
拙
論
で
は
、
そ
の
書
物
が
誰
の
作
と
見
な
し
て
い
る
の
か
が
重
要

で
あ
り
、
互
見
問
題
に
は
言
及
し
な
い
。

（
11
）　
『
吳
騷
集
』
が

め
る
梁
辰
魚
の
四
套
數
の
う
ち
、「
步
步
嬌
（
小
曲
幽
坊
重
門

諬
）」
に
つ
い
て
は
、
作
者
名
が
目
次
で
は
王
雅
宜
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
中
で
は

梁
辰
魚
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
全
朙
散
曲
』
二
二
二
〇
頁
は
、『
江
東
白

』

を
典
據
と
し
て
、
梁
辰
魚
の
作
と
す
る
。

（
12
）　

淸
・
徐
逹
源
『（
嘉
慶
）
黎
里
志
』
卷
八
・
人
物
に
、「
毛
以

、
字
允
奎
。
…
累

遷
至
雲
南
按
察
司
副
使
漕
儲
衟
。
…
弟
以
燧
（
毛
以

、
字
は
允
奎
。
…
累
遷
し
て

雲
南
按
察
司
副
使
漕
儲
衟
に
至
る
。
…
弟
は
以
燧
）」
と
あ
る
。

（
13
）　
『
吳
騷
合
編
』
に
、『
太
霞
新
奏
』
か
ら
の
强
い
影
响
が
う
か
が
え
る
こ
と
は
、

立
中
「
論
《
吳
騷
合
編
》
與

曆
至
崇
禎
散
曲

轉
變
之
關
係
」（『
浙
江

術

業

學
院
學
報
』
第
六
卷
第
四
朞
・
二
〇
〇
八
年
十
二
⺼
）
に
も
指

が
あ
る
。

　

本
硏
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
５
）　

許
當
世
「
吳
騷
合
編
序
」
の
末
尾
に
は
、「
丁
丑
仲
春
」
と
あ
り
、
張
琦
「
吳
騷

合
編
小
序
」
の
末
尾
に
は
、「
崇
禎
丁
丑
春
仲
」
と
あ
る
。
ま
た
、
張
旭
初
「
跋
」

の
末
尾
に
は
、「
丁
丑

朝
」
と
あ
る
。

（
６
）　

こ
の
四
つ
の
曲
話
は
、
作
者
を
記
さ
な
い
が
、
例
え
ば
『
中
國
古
典
戲
曲
論

集

成
』
四
（
中
國
戲
劇
出
版
社
・
一
九
五
九
年
）
は
、『
吳
騷
合
編
』
が
張
琦
の
編
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
曲
話
の
作
者
も
張
琦
で
あ
る
と
す
る
。

（
７
）　
『
中
國
古
典
戲
曲
序
跋
彙
編
』（
齊
魯
書
社
・
一
九
八
九
年
）
四
五
四
頁
や
、『
歷

代
曲
話
彙
編
』
朙
代
編
第
三
集
（
黃
山
書
社
・
二
〇
〇
九
年
）
三
五
八
頁
は
、『
遴

奇
振
雅
』
で
ひ
と
つ
の
書
名
と
と
ら
え
る
。
し
か
し
、
李
一
氓
『
一
氓
題
跋
』（
三

聯
書
店
・
一
九
八
一
年
）
に
、
曲
選
『
樂
府
遴
奇
』
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、『
樂
府
遴
奇
』
は
、
名
古
屋
大
學
文
學

圖
書
館
に
現
存
す
る
。『
遴
奇
』
と
は

こ
の
書
物
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
「
振
雅
」
の
二
字
を
含
む
曲
選
は
、

管
見
の
限
り
で
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
遴
奇
』
と
『
振
雅
』、

ふ
た
つ
の
書
名
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
８
）　

沈
璟
『
南
詞

選
』
は
、『
紅

記　
南
詞

選　
附
吳
江
三
沈
年
譜
』
北
海
出
版

社
・
一
九
七
一
年
に
よ
っ
て
、
鄭
騫
が
校
點
を
施
し
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
呂
天
成
「
義
俠
記
序
」
に
、「
先
是
世
所
梓
行
者
、
惟
紅

十
孝
分
錢
埋
劍
雙

魚
凢
五
記
、
及
考
訂
琵
琶
南
曲
全
譜
南
詞

選
。
…

曆
丁
未
中
秋
日
（
先
に
是

れ
世
に
梓
行
せ
ら
る
る
所
の
者
は
、
惟
だ
『
紅

』『
十
孝
』『
分
錢
』『
埋
劍
』『
雙

魚
』
の
凢
そ
五
記
、
及
び
『
考
訂
琵
琶
』『
南
曲
全
譜
』『
南
詞

選
』
の
み
。
…

曆
丁
未
中
秋
日
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
南
詞

選
』
の
刊
行
は
、

曆
三
十
五
年

（
一
六
〇
七
）
年
以
歬
で
あ
る
。

（
９
）　

德
均
「
康
熙

本
南
♫
三
籟
」（『
戲
曲
小
說
叢
考
』
中

書
局
・
一
九
七
九

年
）
は
、『
南
♫
三
籟
』
に
見
ら
れ
る
「
吳
騷
」
へ
の
言
及
を
、
す
べ
て
拔
き
出
し

て
い
る
。
た
だ
し
、『
吳
騷
二
集
』
を
見
な
い
ま
ま
論
述
を
進
め
て
い
る
た
め
、
十

分
な
結
果
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。


